
サービス改善計画書 
 

策定日：令和 ７年 １月 １０日 
事業・サービス名：幼保連携型認定こども園 
施設・事業所名：ひかりこども園 

自己評価項目 評価結果 問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責任者 備考（必要な予算等） 

Ⅰ－1－(１) 
 
 
 
 
 
Ⅰ―２－(１) 
 
 
 
Ⅰ―４－(１) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ－1－(１) 

 a 
 
 
 
  
  
 a 
 
 
 
 b 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  a 

みんなで同じ方向にすすめる
無限の期待 
 
 
 
 
経営状況が見えない。知る事
で人員の工夫等を行い考える
ことができそう。 
 
個々の質の向上に向けた気持
ちに温度差がある。まだまだ
向上していけそう。研修のや
り方などを工夫していきた
い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
遵守すべき法令が何なのか何
がそれにあたるのか分からな
い。種類や内容をもっと深く
理解できるようにしていくと
よい。 

・職員が互いに協力し合い明るい雰囲気

の職場が作れるように、それぞれの立場

で求められ、期待されている事を明確化

し、目標を現実的なものにしていく。 

 
 

・経営者と職員が共有すべき内容を絞

り、園をより発展させ継続する為に必要

な事を共有していく。 

 

・研修を通して自分自身の仕事への捉え

方がかわるきっかけをつくっていき、よ

り意味のある研修になるように工夫をし

ていく。 

・無理に同じ考えを押し付け合うのでは

なく、多様な考え・働き方の人がおり、

温度差はあるものだ という事も受容し

ていく。 

・温度差のうまれる問題をしっかり見極

め 取り除いていく。 

・やりたい、改善したいことに対して職

員が主体となって協働的に取り組めるよ

うにしていく。 

 

・園を運営する為に児童福祉法 児童福

祉最低基準法 建築基準法 消防法 食

品衛生法等の法律があることを知れる機

会を持つ。 

年度内～次年度 
 
 
 
 
 
次年度にむけて 
 
 
 
年度内～次年度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年度内～次年度 

園長 幹部職員 
全職員 
 
 
 
 
園長 幹部職員 
 
 
 
幹部職員     
保育・教育内容サー
ビス検討委員会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
園長・幹部職員 

 

 

 

 

 

 

 



自己評価項目 評価結果 問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責任者 備考（必要な予算等） 

Ⅱ－１－(２) 
 
 
 
 
Ⅱ－２－(１) 
 
Ⅱ－２－(３) 
 
 
 
Ⅱ－２－(３) 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
Ⅱ－２－(３) 
 

 a 
 
 
 
 
 ｂ 
 
 b 
 
 
 
 b 

・経営に関しては管理者の役
目だと思うので、一職員にで
きることが何なのか分からな
い。 
 
・人材確保が難しくなってい
る。 
・もっと学べる機会を増や
す。研修等に参加しただけで
終わる事のないようにする。 
 
・振り返ったり、目標を考え
たりする取り組みを行ってい
るが管理ができていない。 
 
・ひとりひとりを育成するこ
との難しさを感じる。今の時
代の育成の仕方を考える必要
がある。 
 
 
 
・研修の参加に対してあまり
積極性がない。どう参加を促
すか 
・報告レポートを負担に感じ
たり、休日を利用しての参加
に抵抗を感じる職員もいる。
学びをどう生かすかという点
が大切。 
・一人ひとりが必ず参加した
いものに参加できるわけでは
ない。 

・事業計画をもとに、それぞれの立

場の役割から、事業を実現させてい

くことに努める。収支の見える化に

よりコストの削減につなげる。 

 

・新規採用の人材確保と仕事の継続

を高めていく。 

・園の現状から必要な研修を見極め

ていく。研修で得た「気づき」を実

践にどう生かしていくか までを考

えられるようにする。 

・定期的に行っているが、提出が定

着しない課題もある。方法を検討し

ていく必要がある。 

 

・現場での即戦力が求められる職場

なので、保育・教育についての知識

向上・実践からの経験を重視してし

まいがちになっている。「人とし

て」のスキルを向上させ、マネジメ

ントの力がある人材育成も必要。 

 

・研修に参加することで、自分自身

にもメリットが大きいことを理解す

ることで意欲を高めていく。 

・参加をしたくない理由を把握し改

善点を見直していく。 

次年度に向けて 
 
 
 
 
次年度にむけて 
 
次年度にむけて 
 
 
 
年度内～次年度
にむけて 
 
 
次年度にむけて 
 
 
 
 
 
 
次年度にむけて 
 
 
 
 
 
 
 
 

園長・幹部職員 
 
 
 
 
園長・幹部職員 
 
幹部職員       
研修・親睦部会 
 
 
幹部職員 
 
 
 
園長 幹部職員  
各分野リーダー 
 
 
 
 
 
幹部職員      
研修・親睦部会 

 



 

自己評価項目 評価結果 問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責任者 備考（必要な予算等） 

Ⅱ―２－(４) 
 
 
 
 
 
Ⅱ－4－(１) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ－4－(１) 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ－4－(３) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 a 
 
 
 
 
 
 a 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 a 
 
 
 
 
 
 
 
 a 
 

・実習生の頑張りややる気を
認め、やる気のでるきっかけ
の場を提供していく必要があ
る。 
 
 
地域を対象とした子育てサー
クルの参加人数が少ないので
増やす努力が必要。 
・卒園児が園に訪問できるき
っかけや場所を作ってもよい
のではと感じる。 
・子育て世代以外の地域の方
との交流があまりない。子ど
も職員の負担にならない程度
で検討してもよいのでは。 
・地域の行事には参加してい
るが、交流を広げられてはい
ない。 
・小学校の行事を見に行く
等、交流が増えると良いと思
う。 
 
・ボランティアの方と、慣れ
てきて慣れあいになってしま
っている所があるので見直し
が必要。 
・ボランティアの基本姿勢を
明確にされていない。どこま
でしてもらってよいのか悩
む。 
・園庭開放・サークルを行っ
ているが参加者が少ない。 
・サークル活動に人員を割く
ことに苦慮している。 
 
 
 
 
 
 
 
・時より耳にする残念なコミ

・実習生の意欲や実習に対する目標

もそれぞれなので 実習生の特性を

把握し対応をする。又 コミュニケ

ーションをとり不安を和らげる雰囲

気を作る。 

 

・地域のニーズに応えられているか

を確認し、開催方法についても検討

する。 

・運動会・夏祭りは自由参加なので

楽しみにしている卒園児もいる。 

 

・コロナを機に無くなった交流もあ

るので交流の場は減少していると感

じる。行うなら、計画性をもってい

く必要がある。 

 

 

 

・校園連絡会等を通して、地域の園

と学校で交流を進めていくことを検

討し、そこに参加をしていく。 

 

・ボランティアの依頼をする意味を

明確にし、受入方針や目的を周知す

る。 

・ボランティアに来る目的と施設側

のニーズを整理し、共有することで

活動を有意義なものにしていく。 

 

・こども園として地域子育て支援事業を

行う義務がある。地域のニーズを把握し

活動の見直しを行う。 

・会議等の日程を見直し担当が当てられ

るように工夫をする。 

次年度にむけて 
 
 
 
 
 
次年度にむけて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次年度にむけて 
 
 
 
 
 
 
次年度にむけて 
 
 

保育実習担当    
全職員 
 
 
 
 
広報・地域子育て支
援委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
幹部職員 
 
 
 
幹部職員 
 
 
 
 
 
 
 
広報・地域子育て支
援委員 

 



自己評価項目 評価結果 問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責任者 備考（必要な予算等） 

Ⅲ－1－(１) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ－1－(２) 
 
 
 
 
 
Ⅲ―1－(２) 
 
 
 
 
Ⅲ－1－(４) 
 
 
 
 
Ⅲ－1－(５) 

 a 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 a 
 
 
 
 
 
 a 
 
 
 
 
 a 
 
 
 
 
 
 a 

・時より耳にする残念なコミ
ュニケーションの方法が見ら
れる。改善すべき手立て、職
員同士言い合える精神が必
要。向上していける方法とま
だまだ取り組んでいける内容
だと思う。 
・保育者が楽しいと思う事を
優先してしまっていないか？ 
・職員同士の私語が多い。 
・色々な考えの職員がいて共
通理解することが難しい所も
ある。 
 
・利用希望者が見やすいよう
にこまめにHPをUPする等して
いくのはどうか？（他園はイ
ンスタグラムで活動をみれる
ようになっている所もあるが
個人情報のリスクが高い）」 
・変更等が一部の職員の中で
決まり、過程や職員への報告
が保護者より遅くなってしま
う事がある。 
 
・意見BOXを設置しているが、
周知できているのか？ 
 
 
 
・ヒヤリハットで出た事例を
更に掘り下げることも必要。 

・お互いを尊重し合える風土や文化

は大切だが、一定の規律を守り、節

度を保ちながらやりとりできる関係

性を持つことに努める。園の方針や

ルールをわかりやすくし、適否を明

確化していく。 

・保育所保育指針等を読み込んで実

践していく事が理想である。園内研

修を通して、指針を定期的に読み返

し自身や園の保育を振り返り、子ど

もを尊重した保育を考えるきっかけ

作りをする。 

 

 

・HPを活かせていける方法を検討し

ていく。 

 

 

 

 

・変更した過程や変更点を、速やか

に職員に報告・説明するように努め

る。 

・事前に相談→意見持ちあう→決定

→報告の流れを作る。 

・意見BOXがあることは年度初めに

説明をしているが、行事の時等、定

期的に知らせるのもよい。又個別懇

談でも園への要望を確認する等、工

夫する。 

・ヒヤリハットを報告・共有するこ

とを定着していく。さらにどのよう

な対策が考えられるかを検討し対策

を決めるまで行い、 

周知できるようにする。 

年度内～次年度
にむけて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次年度にむけて 
 
 
 
 
 
年度内～次年度
にむけて 
 
 
 
次年度にむけて 
 
 
 
 
年度内～次年度
にむけて 
 
 

全職員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
幹部職員  
 
 
 
 
 
園長 幹部職員 
 
 
 
 
園長 幹部職員 
 
 
 
 
安全対策委員会 

 



 

自己評価項目 評価結果 問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責任者 備考（必要な予算等） 

Ⅲ－1－(５)③ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅲ－2－(１) 
 
 
 
 
Ⅲ－2－(２) 
 
 
 
 
 
Ⅳ－1－(１) 

 a 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 a 
 
 
 
 
 b 
 
 
 
 
 
 a 

・本当に大きな災害が起こっ
た場合どのように動くのかは
明確ではなくいざという時に
動けるのか不安がある。 
・避難場所はどこか等周知で
きていない。 
・引き渡し訓練や保護者を巻
き込んだ時もやってみてはど
うか。 
・津波・豪雨・大雪などの訓
練もやっておくべき。 
 
 
・保育について標準的な実施
方法は文書化されているが、
それについて実施されている
か確認するための仕組みが整
いきれていない。 
・書類を確認したり、クラス
の計画を見比べたりチェック
する体制が希薄。 
・指導計画を実施し、振り返
りや評価、見直しをする仕組
みを作り上げていく。 
・子どもの心身の発達や家庭
あそび、地域の実態に応じて
は編成していない。 
・意見としては日々の保育の
中で出てくるが、なかなかそ
れを保育過程に基づきつなげ
ていくことが出来ていない部
分もある。 
 
 

・施設のリスクを十分理解をし、

様々な設定の訓練を通じて、役割を

明確にし一人ひとりの対応力を養っ

ていく。 

 

 

 

・引き渡し訓練を実際に行ったこと

がないため、計画を立てる検討をし

ていく。 

・園の立地的に起こる災害を想定し

て計画に入れていく。 

 

・園として 保育内容の変化や新た

な知識・技術等の導入を踏まえて、

定期的に見直しを行っていく仕組み

を作る。 

 

・書類を確認する体制を整える。 

・計画を職員同士が共有することに

よってよりよい指導方法やアイデア

を取り入れられるよさもあることを

感じられるようにしていく。 

 

・全体的な計画が どれに当たるの

か職員が周知できていない。周知す

る取り組みを行う。 

・園の理念・現状・課題に関して理

解を共有し、保育の改善・充実の取

り組みを進める体制を整える。 

年度内 
 
 
 
 
 
 
次年度にむけて 
 
 
 
 
 
次年度にむけて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次年度にむけて 
 
 
 

安全対策委員会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
幹部職員 
 
 
 
 
幹部職員 
全職員 
 
 
 
 
保育・教育内容・サ
ービス検討委員会 
全職員 

 



自己評価項目 評価結果 問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責任者 備考（必要な予算等） 

Ⅳ－1－(２)② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ－1－(２) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 b 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 a 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

・熱のある子を医務室に連れ
ていけず、他の子としばらく
同じ部屋で過ごす事になって
しまう。 
・正しい方法、情報を共有し
ていないと間違った積み重ね
となる。違う目でも保育の場
を見たり必要に応じて正しく
進められる方法もある。 
・絵本等 やぶれている物が
多く、パズルが揃っていない
物が多い。 
 
・0.1歳クラスなので グループ
の兼ね合いもあり、0歳児が1歳児
クラスで過ごす事も多く危ないと
思うことがある。またどうしても
1歳児クラスに重点を置く形にな
ってしまっている。活動によって
は年齢で別れてもよいこともある
と思う。 
・ゆるやかな担当制など、一人ひ
とりに合わせた保育を行うように
努めているが余裕がなかったり、
大人の都合になってしまうことも
あると感じる。 
・子どもの主体的に活動する環境
が整っていない。 
 
・子どもの成長に見合った玩具の
準備がなかなか出来ていない。担
任間の保育観の違いもある。 
・合同保育で乳児～幼児が遊べる
玩具が必要。 
 

 

 

・医務室に人員を当てられない事も

ある。園全体で協力をしていく。 

 

 

・保育や、計画を共有することによ

って、見直しを行い、情報を共有し

ていく。 

 

・定期的に購入をしているが、破

損・紛失が早い。そうならない工夫

をしたり、大切に扱うことを伝えて

いく。 

 

・縦割り保育の良さも取り入れなが

ら、発達年齢の応じた活動をバラン

スよく取り入れていく。 

 

 

 

 

 

・育児担当制の良さや大切にする所

を崩さないようにしながら、職員間

の連携や環境構成に工夫をしてい

く。 

 

・職員自身でも引き出せるように工

夫をしていく。 

 

・保育計画をもとにどのような保

育・教育を実践するのかを環境構成

と共に検討し、環境を整えていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度内～次年度
にむけて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次年度にむけて 
 
 
 
 

幹部職員 
 
 
 
 
 
 
 
全職員 
 
 
 
 
幹部職員 
担当職員 
 
 
 
 
 
 
全職員 
 
 
 
 
 
 
 
保育・教育環境委員
会 

 



 

自己評価項目 評価結果 問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責任者 備考（必要な予算等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ－1－(２)⑧ 
 
 
 
Ⅳ－1－(２)⑨ 
 
 
 
 
 
Ⅳ－1－(３)② 

  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 ｂ 
 
 
 
 ｂ 
 
 
 
 
 
 a 

・皆それぞれ色々考えて努力
していると思うが、もっとよ
り良い保育を研修や話し合い
等で展開していけると思う。 
 
・オーバーリアクションな保
育者が多い。声も大きい。感
情豊かに表現することは大切
だが過剰になっている。 
 
・障がいのある子ども、一人
ひとりに合わせた環境の整備
は難しい。 
 
・延長保育時の子どもの人数
が多く、挨拶をしながら見守
るので安全を守ることだけで
精一杯なところもある。 
 
 
・結果を保育に反映できてい
ない。どう反映したらよいか
わからない。 

・園内研修や話し合いの場を活用し

ていく。 

 

 

 

・保育教諭も環境の一つだと捉え、

子どもたちの信頼関係や価値観に影

響を与えていることを理解し振る舞

うように心がける。 

 

・個々の障がいの特性を踏まえなが

ら、障がいに合わせた柔軟な対応が

できる環境構成を考える。 

 

・引き続き、必要最低限の保育の利

用をお願いすると共に、職員の勤務

体制の見直しをしていく。 

 

 

 

・健康診断・歯科検診は一人ひとりの子

どもの発育・発達状態や健康の状態を知

り日々の健康管理に有効活用することが

大切である。そのために記録を残し保護

者と連携をして子どもの健康増進を進め

ていく必要がある。 

・検診だけではなく、歯磨きや食生活を

含めた心身の健康教育を計画するなど保

護者や子どもに関心が持てるような取り

組みを計画していく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年度内～次年度
にむけて 
 
 
次年度にむけて 
 
 
 
 
 
次年度にむけて 

保育・教育内容・サ
ービス検討委員会 
全職員 
 
 
 
 
 
 
 
全職員 
 
 
 
幹部職員 
全職員 
 
 
 
 
保健委員会 

 



自己評価項目 評価結果 問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責任者 備考（必要な予算等） 

Ⅳ－1－(４)① 
 
 
 
Ⅳ－1－(4)② 
 
 
 
 
Ⅳ－2－(１)① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
Ⅳ‐３－(１) 
 
 
 
 

 a 
 
 
 
 a 
 
 
 
 
 a 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 a 

・喫食簿があるが、もう少し
色々話し合ったりして改善す
る点などあれば対応したりで
きると良い。 
・ついつい与えられた事をこ
なしている所もあるため年齢
やその時の姿に応じた内容を
考え、臨機応変にできるとよ
い。 
・帳面でのやりとりが少なく
なり、かなり意図的にしない
と保護者との交流ができな
い。話をしたり、意見交換す
る機会が減った。 
 
 
 
 
 
・様々な意見をして下さる方
も年々増えている。良い助言
としてどのような意見がでて
いるか職員の耳にいれても良
いと思う 
 
・保育の向上は個人差があるが
大切にしていくことを職員皆で
共有して考えていきたい。 
・良い関係でいること分かち合
えたり近い気持ちで保育ができ
るよう、日頃から関係作りをし
ていく必要がある。 
・振り返りの機会を定期的に設
けているがより生かしていくに
は工夫が必要。 

・喫食簿を活用し向上していけるよ

うにする。昼食会議の内容を見直し

ていく。 

 

・昼食会議を活用ながら子どもに育

ってほしい力を共通認識し協働して

いけるようにしていく。 

 

 

・乳児から幼児になった時に帳面の

形式が変わるため保護者とのやりと

りが少なくなっている。3歳児の帳

面の形式を変更し、年齢に応じた連

絡手段を検討していく。 

・日頃の送迎時、定期的に懇談、連

絡帳、行事の際などを利用し職員間

で連携をとりながら、コミュニケー

ションをとり、園と家庭が連携でき

るように努める。 

・意見があった時や、課題となって

いる事などは、職員と共有し検討を

していく。 

 

 

 

・振り返りの視点 ポイントを明確

にし、日々の保育を振り返ることの

大切さを実感できる取り組みを行っ

ていき、質の向上につなげていく。 

 

 

次年度にむけて 
 
 
 
 
 
 
 
 
次年度にむけて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次年度にむけて 

食育委員会      
調理職員 
 
 
 
 
 
 
 
幹部職員      
全職員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保育・教育内容・サ
ービス検討委員会 
全職員 

 



 

自己評価項目 評価結果 問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責任者 備考（必要な予算等） 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
  
 
 
 
  

 
 

    


